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V131b Nasmyth焦点用サブミリ波広視野光学系の設計
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南極テラヘルツ望遠鏡は、南極トームふし基地に建設か計画されている口径 10m級の地上望遠鏡てある。南極
望遠鏡はその優れた立地条件を活かし、赤外線～サフミリ波帯の観測を実施し、暗黒銀河の探査をはしめとする
南極天文学を推し進めることを目的としている。これまて、ミリ波、サフミリ波の電波望遠鏡は、可視光や赤外
線望遠鏡に比へ視野か狭く、広い天空領域を効率よく観測するための広視野化か課題てあった。そこて今回我々
は、南極望遠鏡のNasmyth焦点に設置するサフミリ波広視野 (1 度)光学系を検討した。
光学系は、望遠鏡 Nasmyth焦点 F6を検出器焦点 F1に結合するリレー光学系とし、設計は光学設計ソフトを

用いた光線追跡により実施した。光学系をコンパクトかつ信号効率を高くする観点から、常温の自由曲面ミラー
4 枚と冷却アルミナレンス 1 枚構成を採用した。また、超伝導電波カメラ (T. Nitta et al. 2013)の像面入射角特
性を考慮し、光学系を像側テレセントリックとした。
検討の結果、850GHzて視野1度という広視野光学系の設計解を得た。ます、本光学系のサイスは1.6m×3.3m×2.6m

とコンハクトてあり、撮像性能は回折限界 (Strehl ratio>0.89)を達成した。これにより、10万画素電波カメラに
よる回折限界での広視野撮像観測が可能になる。次に、本設計解は、超伝導電波カメラのための極低温 (<1K)冷
却システムを考慮しており、真空窓や冷却レンスについても低コストて実現可能てある。最後に、今回設計した
光学系の応用範囲は広く、ミリ波からテラヘルツ領域の周波数に対応でき、米国の次期計画CCAT25mへの搭載
も可能な光学系である。本講演ては、設計した光学系の詳細について報告する予定てある。


